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4．調査項目  書写療報酬改定の結果横言止に係る指別言局査（平成20年虎喜田占）  

病院勤務医の負担軽減の実態調査 結果概要（速報）  、こ ‥  

・開設if、本、病症牧、師凡 DP〔、紳⊥、り況、診硝科、入院基」」圧iカ   

半片帖†㍍什故、紹介ヰ、逆㈲怖ヰ  

・腋急医療体制  
・地ナ董連携ヶ、Z小梼吊け〕幽像・検査体制・調剤体制眈棉セ  

・職員数、医師・医務作業補助者数、ト1SWリ）人数  

・屯了カルラ■〟J導入状（1．1′′等  

コ患者数  
・外来居者故、軋宝・棚万汗－Lろ緊急入lぐ′言店音数、新規入院歴J数、退院思打   

数 ／等  

0勤務医の魚種慨湖ほ紀「姑悔状†兄  

・取り組んでいろ勤務医〟）負†坦軽減策い内幕 ／′箋  

（」勤務医の人数・勤務状況雪  

・常勤医師・非常勤医師数ゾ）推移（詣原料呂り・舛女別）  

・勤務医げ）月あたりてlノ均勤務‖耶錮月田多 ＝執隠斗馴）  

・軌親医の月あたり、ト灯▲1め’〔d数の推移（診療科別）  

・運航ゝLl虐介封［可数の推移（診原調別） ／等  

〔⊃入院時医学管理加算に上吊る施設の概減  
・入院時庄写∵管理加算の届川状況・十定、rrl川時期  

・選定囁建（′美食徴収）の状況、金閣  

・全身柿酢のイ′r数、仁術件数 ／等  

口入院峠医学管働U簸け）効果・調∧字  

・勤務医の負担障減策とLての効果  

・購・問雌点  ／等  

0医納車務作業補助体制加俸におけふ施設の概況  

・酎汀凍務作業補助体制加簡の届情状洞・γ右卜届山崎欄  
・【夷師事務作菜補助体制加算の区分  
（二派師事務作業補上リ」古び）配置状況・温棟内礎等  

・医師1斥務作業補助者の鉦眉時期・配置状況  

■医師粧頗作業補助者け）人数・給与総報  

■医師歩掛乍業者が担っている業務内率（診断書く亡どの文吉作成補助、診蝶   

記録′＼の代行入ノ〕、診療デー夕整群など）  

○医師事務作業補助体制加層漉牒湧・課題等  
・勤務侯の負担憬減策としての効果  
・課朋・Fヱi】見巨点  ／等  

0ハイリスク分娩管理加実における施設の概況  

・ハイリスク分娩管理加筆の月i出状況・予定、届出時期  

・ウ〉娩ヤl放  

・ハイリスク分娩管耳助日常の簡走向数  
・ハイリスク分娩思儲の内訳  
0ハイリスク甘姐管理加算〃）効果・謙舶等  

・勤務医の負担畔減策としrげ1効果  

・醐・間組ヾ7、 ／乍享  

1 目的   

・両親獅紬雄げ勅願減飛州闘1九≠誹〔∴亨レ）把握  

▲Jr柵こ勤腐瞑の負担垂≠減と処遇改韓へ7〝把握  

2 調査対象   

・木調魯では、「施設調査」「酎下戸重イr者調査」「L机l棚査」げ〕〕／ノぴ）凋査i・失脆い－ み諦  

．乍の対象は、次のとおりであうr 

・施設調査「入院時医学管理加算、時潮ゆ満作罫補助体制加算Llハイリスク分娩管那  

加箪」折いずれ小の施設長準の鋸11与している全ての病院什】5】施設）を対象とlた「   

匪≠）前任首調査・i｛ミ榔調か 卜記「施設調査」の対象施百貨に1隼以L動磯Lていろ診醸  

H責任者娃び酎帖日凋捏した。ただし、＝嵐設に∴き医師貞任昔殻大川脅（各診席料こ  

／〕き」名×量人R診療科）、持二師最大21名（各診療㍗＝こ√）きjヤーX最大往診痴科）としたり  

3 調査方法   

・対象施設・医師が証人すろR．；L三∫〔調竹票♂）郵送軋怖・日収とLた。  

■「施設訂昂査」に／〕いては、施設ノ舟H、軌務医げ）打担軽減策の実施1人軋勤務医の勤務1人況、   

人院時性手管印加算に関する調査∫貞目、医師事務作業補助体制加筍こ関する調査用牒、   

ハイリスク分娩管稚加算に「削▲る調惑項目等を割ねる調査票（「施設崇」）を配布し▲こり  

・「医師重任者儲憎」「僅師調査」に／）いては、厳木鳳阻 勤務状況、業務の負担感、業務   

分担の実施状況と効果、処遇改善のホ無等を尋ねる調査票（「医師森住牒牒」「医帥煩」）   

を配布したン なお、医師酎上者慧に′）いては、管理する診療科にっいて莱誘白川（ハ状況   

や勤務′夫緑等‡，別に尋ねている。  

・「医師責任者票】「医師胤 げ）配付に瞑しては、上記の「施設調軋 の対象施設を刃れじて  

千丁／，たが、捌又は、医師酎た昔・医師がそれぞか専用上†筒に同封・封服した調査票を、   

ス十象隠；′との管理者がF叫ヌし、調食事務局宛の酎I値信封筒に塵満－か＝軌跡円上、直送守   

ろ形メことしたく，  

・調査′夫搬時期i巨l（成2（川1ヱj】、、I′成ヱ」矩三月  

医師奮任音調  （〕農本属性  

・性別、年齢、【元帥経験隼放、．診療科、勤務彬†敵 役職 ／／等  

〔〕勤務状i兄  

・美勤務時間、外来診校相当の有無、、■1臆桓1臥1・巨続当直回数 ／笥  

口個人としてグ）業務負担の状況等  

・負担が重い業務及びその割合、業務負担げ〉変化 ／等  

0診療科における兼務負担の状†兄等  

・業務負担の変化、夜間・や斬の軽症救急患者数↓r）変化 ／等  

（二）勤務医の負担軽減策の取組み状況等  

・勤務医†l頼嘩滅葦の取組み状況及びそゾ）効果  

・業務分担の状況及びその効果  
・医師の処遇攻落等の有無 ／等  

（⊃課見巨等  

5．結果概要  

（1）回収の状況  

図表】回収の状況  

医師責任者調査  

わ の施設應準に一ついて  ※施設調査の回収数は526  も届Hがないと回答かふった   件であった．，いず  

0農本属性  

・性凱、年齢、医師経験年数、診療科、勤動け態、役職 ／等  

0勤務状況  

・実勤御調】、外射今療担当げ）有無、1直t！司教、婚続当蔽回数 ／1キ  

0業務負担J〕状r兄等  

・負担が重い業務及びその割合、業務負押の変（ヒ ′／等  

0勤務医の負担軽減策け）取組み状況嘗  

・J勤務医負撞軽減策り）取組み状況及びその効果  

・菜扶分世の状J兄及びその効果  

・医師の処遇改†毎等の有無iノ／等  

0謙崩等  

施設票を無効票（川禁）としたし  

※医師寅作者調査の回収数は2，77J作、医師調査の55了J件であった。両調査とも対象病院にお   
ける勤続年数がl年末溝もしくは無凹答のものについては無効票（医師講任音調査1〕1禁、   
医師調査∵鋸‖禁 とした（また、この他、施設票の回収がなかったものは無効票とした   

今後の課題 ／等  



②施設の属性  

1）開設主体  

（2）施設調査の結果概要  

【調査対象等】  

！‾‾∴‾「．‖－・∴∵∴∵∵－‾∴‾こ．‾－ ‾‾‾．  
図表4 開設主体  

0％    20％    40ゝ    6肌    80）i  
理加軌…＼ザれかの施設基準の届川をしている全ての病院（115】施設）  

回答数 516施設  

回答者：施設の管理者  

＋  

（む施設基準の届出状況  

図表2 施設基準の届出状況（∩＝516）  

0㌔     20≠    401    60！1    8仇    tOO～  

仰）複数の施設長準び掘出を行っている施設があるため、各施設某縛のサンプル数の和  
ほ全体のサンプル放と致しない。以下、l占l様。  

※参考▼開設主体の内訳  

i去人労働者健康福祉機構、その他（国）   

公立   都道府県、市町村、地方独立行政法人   
公的   仁】本赤十字社、済生会、北海道社会事業協会、全国厚生農業協同組  

合連合会、国民健康保険団体連合会   
社会保険関係閉  全国社会保険協会連合会、厚生年金手業振興臥船員保険会、健康   

保険組合及びその連合会、共済組合及びその連合会、国民健康保険  国立  厚生労働省、独立行政法入国立病院機構、国立大学法人∴独立行政                    体     組合  その他の法人  公益法人社会福祉法人、医凍生協、会社、その他の法人   図表3 施設基準届出状況別施設勤  

、ニそ宣i葦．ミ1  二二施設数∴  、r構成材合  すべての施設基準の届出あり  49  9．5ヽ  （入院時医学管理加算＋医師事務作業補助体制加算）届出あり  12  2．3ヽ  （入院時医学管理加算＋ハイリスク分娩管理加算）届出あり  山  11ヽ  順師事射乍業補助体側加算＋ハイリスク分娩管理加算）届出あり  88  t6．71  入院時医学管理加算のみ届出あり  2  04ヽ  医師事務作業補助体制加算のみ届出あり  192  37．2ヽ  ハイリスク分娩管理加算のみ届出あり  164  31．8～  A計  516  】00．0㌔   

3）病院種別  2）許可病床数  

図表6 病院種別（複数回苔）  

00ヽ  200～  400％  80，（鵬  800ヽ 100肌  

図表5 許可病床数  

（汽  ZO～     4仇     60ヽ     8【粍  

特定機能病陳  

地域匡頭支一旦病快  

小児救急医療拠点病院  

災害拠点病院  

がん診療連携拠点病院  

一日語．ニ；  
d入院時医学管理加算  

届出施設（n＝74）  

50床未満  口知床～9引末 ロー明床－t49床 臼】50【末～柑9  

200床”299床 □300床～499床 8500床以上  日置師事務作業補助休刊日ハイリスク分娩管理加属  
し埋草辱卑鱒設（n＝1ユ9）届出施設（∩＝310）   



6）標接しTいる診療利  4）救急医原体剃  

図表9 標槙している診療科（複数回答）  図表7 救急医療体制（複数回答）  

00I1 200～  40〔h  600㌔  800t，1（抑仇  1000㌔  

800ヽ  

600～  

40（粍  

200ヽ  

0〔h  

ヨ全体   
（■l二516）  

わ入院時医学管理カロ昇  
届出施設（∩＝丁4）  

－ 
′＝ 

第2次救急  

救命救急センちト  

高度救命救急セント  

総合周産期母子医療センタ  

地域周産期母子医療せント  

その他  

無回答  

ll・■lしlヽ  

～llllヽ  

600ヽ  

40（）～  

200≠  

00～  

5）DPC対応  

図表8 DPC対応  

OI．   20†i  40ゝ   ¢（瑞   aO㌔  10肌  

全休  
（∩＝5】6）  

入院時医学管理加算  
届出施設（∩＝74）   

医師事務作業補助休刊  
加算届出施設（n＝339）  

ハイリスク分娩管理加算  
届出施設（∩＝ユ10）  

ri妄戻  

Jn三き！f）  

入院時医学管理加算  
届出施設（n＝74）  

医師事淵作業補助体制  
加算届出施設（∩＝339〉  

ハイリスク分娩管理加】男  
届出施設（作310）  「云㌫。表象病院。。。。主筆備尉完。対応していない □無回答  

8）勤務医負担軽減対策計画の策定状況  

図表】1勤務医負担軽減対策計画の策定状況  

0㌔    20～    40ヽ    60ヽ    80～   1（旧ゝ  

7）24時間の診療体制等  

図表10 24時間の診療体制等（複数回答）  

00†i 200～  ヰ00ヽ  600ゝ  800％ 100（）ヽ  

地域連携室の設遭  

24時間の画憺診断体制  

24時間の検査体制  

24時㈲の調剤体制  

無回答  

全体  
（∩＝51も）  

入院時医学管理加算  
届出施設（n＝74）   

医師事朔作業補助体制  
加算届出施設（n＝339〉  

ハイリスケ分娩管理加算  
届出施設（∩＝310）  

＝可既に策定済み ロ現在策定中である 口策定していない □無回答  

9）診療塁東電子カルテの導入状況  

図表12 診療録電子カルテの導入状況  
d入院時医学管理加算   

届出施設（∩二74）  

ロ医師事務作業捕助体制 ロハイリスケ分娩管理加算   
加算届出施設（∩＝339〉  届出施設（∩二310）  Uヽ  ＿入l〉     付ヽ  

口平成16年   8平成t7年  

D平成20年以降 □無回答   

H平成14年以前 臼平成15年  

口平成柑年   □平成用年  



10）平均在院日勤、紹介率、逆紹介率  

図表 川 病院全体の平均在院日数   
図表】7 漣紹介率  

（車†走：％）  

平均鱒  楳準 偏差、  最大値  ■削、鱒  ÷中央値   
全体   ll＝ご117  19年10月  3l．1  220  

2つ2   

入院晰東学管理加  
寅属目施設   
医師事務作業補助  
体制加算届出施設   

）2．7  

）7．1   

平均値  櫻澤 偏差  最大値  一義小値   中央値   
全体   n＝501  1り咋10月  柑．7  ユー0  

ヱ〕．t   

入院時医学管理加  
算届出施設   nご75  20年10月  14／7  30  26．6  島．6  113   
医師事廃作業神助  n＝328  19年10月  20．1  Z80  402D  6り  158   
†本制加算届出施設  ll＝328  20年10月  ヱ0．l  ZRl  JO二と0  ¢．7  15l   

ハイリスク分娩管  Il＝507  tウ年tO月  l（〉l  】7丁  31ユ6  J．り  ＝6  理ノj日算届出施設   
ll＝307  20年1（）月  15T  175  10B．5  1l  111   

11）一般病棟の入院基本料区分  

図表18 一般病棟の入院基本料区分  

（汎 l仇  201 3（邦 4仇 5【汽  6〔略  70ゝ 8（邦 9肌 10仇  

図表15 一般病棟の平均在院日数  

中軸  積準■ 偏差こ、  最大値∴  ＝ざ料、値  中央値 
全体   1l＝5（）Z  

It＝502  

tl＝7】   

昇届出施設  tl＝＝7】  ヱ0年10月  1ヰ．0  25  2ヱ．2  浅．6  138   
医師碑携作業紳助  ll＝12R  19年10月  1（〉3  16ウ  〕13，6  G．9  15n   
体制加算届出施設  n＝コ28  20年10月  15．り  H〉6  jOg5  6．7  lJ．イ   
ハイリスク分娩管  
理加算届出施設   

全体（『516）  

入院時医学管理加算  
届出施設（∩＝74）   

医師暮挟作業補助体制  
加算届出鬼没（／声ユ39）  

ハイリスク分娩管理加事  
届出施設（∩二310〉  

（注）最大値Iま障冨者施設等入院基本料等又は特殊疾患病棟入院料等病棟の特定入院料を算定す  

る病棟を保有する施乱  

国表16 紹介率  

憎封立：％－）  

，■ ■  ∴標準． 十偏差  最不帰1  ＝r車′l竜  ′ヰ朱価 
全体   一戸45  

ll＝ヰ5  

入院時医学管那加  n＝67   1ウ年10月  56．0  lg．l  97，5  lヰ．5  55l   
算届出施設  爪＝67   20年10月  57，2  1S．ヱ  ウ0】  1S幕  58．5   
医師事務作業補助  
体制加算届出施態   
ハイリスク分娩管  
理加算届出施設   

田13対l  田15対l  

（注）「特別入院基本料」の施設は該当がなかった。  

12）精神病繰の入院基本料区分  

図表19 精神病梯の入院基本料区分  

O1  2（覿      40ヽ     60ヽ      80％     10仇  

13）職員数  

図表20 職員数（常勤換算）  

平均値  揚場偏差  最大檀、  丑小他  中央塙   
医師  95．2  115．＄  80（；6  つ牒  55．l  

歯科医師  3．3  14．1  197．も  00  0．0  

有言章節・保健師   277．7  214．8  l，072，0  】0  

助産師  0，0   

准看誰師   16．8  1（〉．5  99．4  00  】2，2  

】5．7  」2．9  83．0  】．0  】2，4  

平 成  580  51，4  44つ．0  

19  7（）6，9   

年  
月  ●エ  】20．】  799．♭  〕．8  56．り  
平  3．3  1二）．7  192．8  0．0  00  

看言離日・保健師  2ココ．5  

威  14．2   

21l   15一り  

年  16．1l   
4380   

10 月   0．0   

合計   61二）苓  470．5  3，060．q  」67  4855   

全体（∩＝】05）  

入院時医学管理加∫  
届出施設（∩＝17）  

医師事輝作業補助体射1  
加井届出施設（∩ご37）  

ハイリスク分娩せ理加井  
届出施設（∩＝93）   

「二こ垂＝う亘二う車重率亘二車1  

（ナ】）・精神柄床を有する105施設を対象とした。   

・「1B対＝「ヱ0対1」はき亥当がなかった。  

（注）平成け年10月及び平成20年10月の2月について欠損値J）ない50十施設を対象に、集計  

を行った。  

14）医師事務作業補助者  

図表21医師事務作業補助者の有無  

011  10ヽ  20ヽ  30ヽ  4（】ヽ  50～  60％  70ゝ  80ヽ  90ヽ l帆  

医師事務作業補助者（人）  

（注）医師事務作業補助者がいるという「りJ答があった18＝牛のうち、人数が不明／ごった17件を  

除く3糾†′lを対象に集汁を行㌧た。  

丁（；  

L
巨
 

巨
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L
．
＿
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②患者数等  
1）1か月の外来患者数  15）MSW（医療ソーシャルワーカー）  

図表23 MSW（医療ソシャルワーカー）の有無  

0㌔   ‖）㌔  2肌  3〔Ⅸ  40ヽ  5qち  も0ヽ  7（乃  80～  90●白  ＝）仇  

図表？7 1か月の外来患者敷  

盲扇▼1  標準時差  最大値 最小値   

【       9年1u十  Z、13リt） 2．053ウ    1U封射iり喜＋＋＋針ト  D笹川月   1、〕り5．S  10，竺ウ1旦 リブ．849【）    リ什1U十  17J）960  」2．Rlヰ4   川40  0†1川り】  1（l．7779 ‾‾云示  】2、仇）0〕  りヱ．4縞7U  1280  リ隼1〔りj   小用イ  4科目り  山 t）り  〔）隼1‖月  2⊥12二！  4177  4．‘l〕Jl）  り年」＝十  57リ4  ‖沌．リ  ヰ、】1り（l  り0 四  li了Fiて「打  51浅3  57（）2  〕．か川り  リ勺ミ】n月  l〕一‰        0隼11り】  l〕％         り隼10月  Z7Ⅰ％      前㌻苗月1267％  
咄外来患者劇（桝諮）   

（劃外来患者延べ人数  
（再診）  

収を待った盛者敢  

信唾）／（m十（ヨ）  

平均値 卜棟準備差  

（－l）外来患者教（初診）、外来乳占延ノミ人数（再診）、救急搬送による外来想者責¢ノ＼人数につい  

r、平成lり年1りル災び、1’才一是20年11り】にノ）いてl・1】答が7F子らJLたヰ7りイ′tを廿射二集計与jT  

ノ）た  

2）1か月の入院患者数  

図表28 1か月の入院患者数等  

拍埴 人）  

（け）M甘〟かいるというbl汚があった↓祐再Vうち、人数が十桝だっ7‾ 柏件を除くJF・り  

対象に集計を行った亡  

16）病院ボランティア  

図表25 病院ボランティアの有無  

（汽  10ヽ  2Dヽ  3（汽  4010  50ヽ  60Ii  70ヽ  80ヽ  90ヽ 100ヽ  
平均値  頒準 坦登■  奉大使  最小値  中央他   

．音数  11＝J88  19年10ノり   ふ〕lJ  ヰ576  2・5りラ（I 2，61リ0  1RO  5J6U   lFJg8  20年l【り】   63J7  4610   〕80  5ヰり（I   
⊥り緊急入  ■ド4ゼ．．■  

11こ十日   
．  

61】〕   

159，0   

ー教   
7り（）  

0．U   ll＝187    o』＿  

10月   

王07：l  

ヱl軋汚   

．エフ10       10月  ）1ユヱ  

病院ボランティア（人）  （注）新規入院患者数、退院患者数、り末研完患者数について、平祓1リ隼1り月及び、和kヱ0年  
川月分の回答が得られた購射作針紆動こ集計を行った （は）病院ボランチヤアかいるというr【路があノ）た2リ“トげ）うち、人数′つゝ不明だ′〉た12イ′lを・隙  

く262件を対象に集計を寺戸）た。  

2）当直回数  ③病院勤務医の状況について  
1）常勤医師数  

図表29 常勤医師数1施設あたり平均人数（診療科別男女別 実人数）  

（単位 人）  

図表31診療科別 常勤医師l人あたり月平均当直回数  

回  
000   100    2〔将    300    40【）   5【1）  

平成19年10月、   平成20年10月     男性r  － 女性，そ  。男性  女性  病院全体の医師   7l8  】52  7：lb  1（）4  内  の医師  17．t  〕2  175  34  精    山  n〕  17  n3  小児科の医師   39  】ヰ  4．し）  山  外車  斗の医師  り．4  08  り4  0葛  脳神経外科の医師   2．7  0l  27  02  整形外科の医師   4．9  0，2  51  02  産科又は産婦人科の医師 救急料の医師   29  1J  四  l5    】7  0ヱ  虫  02  そのイ也の医師   276  76  ヱ8〕  
病院全体（∩＝370〉  

内科（∩＝41り  

精神科（∩＝14丁）  

小児科（∩＝303）  

外科（∩＝395）  

l削嘲隆外科（忙269）  

整形外科〔忙35り  

産科・産婦人料（∩二293）  

救急科（∩＝133）  

その他（∩＝370）  
（イモ）欠場値の1〔い小＝作を対象に集計を行／）たリ  

（肘・平成1りiド日月及び、l（成2（）咋】l川とヰ）言L脱げ）あった診療科医師リ）、トビ」ゝうl宙「司  

教を対象とした  
11は施設数である〔  

図表32 診療科別 非常勤医師1人あたり月平均当直回数  

図表30 非常勤医師数1施設あたり平均人数（診療科別男女別 突人数）  

（中位 人）  

平成19年10月   平成20年10月  
男性  女性  男性  女性   

病院全体の医師  160  62  lふヱ  丘6  
‾‾   40  ト〕  3り  

自肩   nh   
両面好  07  【）4  （I為  

外科の医師  ヱ5  
脳沖1－  繹外科の医師  05   

09  0l  0ウ  nl   整形外科の医師  
産科又は産婦人科の医師    0イ  0．ヰ  05  ∩5   
救急科の医師  0）  山  1）〕  叩  

61  32  ト丁  
川＝・欠兼用押）なし、ユRR什を対象に収孟左を子一つたノ   

・本調査円上、過りJ時粧ル＝≠該施設に勤蘭する非常加圧師に関碇lノrい  

川）・、一昭lり咋川ノり之び、†り戊ヱりイfl（）りとl】言出l抽．ケ）つ′L診雁料釧†∫什トr町■偶F」1  

放をり無とし′′二  
11it施設数‥‡・ノるし  

2（）   
＝）  



図表35 診療科別1か月あたり連続当直合言†回数（非常勤医師）  

回  
0∝I  ＝〕0   200   300   4（和   500   600  

3）連続当直合計回数  

図表33 診療科別1か月あたり連続当直合言†回数（常勤医師）  

匝1  

000  100   200   3（泊   400   500   600  病院全休（∩こ97）  

内科（∩＝59）  

精神科（∩＝29）  

小児渦（n＝33）  

外科（∩＝4丁）  

脳神経外科（∩≡26）  

整形外科（∩＝ユ6）   

産科・産婦人相（解39）  

救急料（∩＝1り  

その他（∩＝6丁）  

病幌全体（∩＝256）  

内科（∩＝206）  

精神科（∩＝9¢）  

小児科（「戸1‘う）  

外科（忙207）  

略神経外科（∩ニ142）  

整形外科（∩＝†83）   

産科・産婦人料（■羊柑3）  

救急村（n＝〃）  

その他（n＝194）  

（注）・、†城1ウ坤l（川及び平成20年1（川とも記載のあった診療科医師全体の連続当   

庄の合計国数を対汝とした‖   
・lTは施設数である）  

図表36 診療科別 連続当直実施施設の割合（非常勤医師）  

0仇   20肌   40肌   60肌   80仇  1000≠  

川二）・平成19年10ノ1及び平成20年川月とも記載のあった診溌科医師全体の迎続当  
臆の合引回数を対象としたr   

・nけ施設数である。  

図表34 診療科別 連綿当直実施施設の割合（常勤医師）  

001   20，肌   ヰ00～   600％   8001  1000†i  

病院全体（∩＝g7〉  

内科（∩＝59）  

精神科（∩＝29）  

小児科（∩＝3ユ〉  

外科（∩＝47）  

脳神鰻外科（n＝26）  

整形外科（∩＝36）   

産科・産婦人科（作く伯）  

救急利（n＝11）  

その他（n＝67）  

病焼全体（∩＝258）  

内科（∩＝206）  

精神科（n＝96）  

小児科（∩＝1¢9）  

外科（n＝207）  

脳神経外科（n＝142）  

醍形外科（∩＝柑3）   

産科・産婦人科（∩＝】83）  

救急科（∩＝77）  

その他（∩＝194）  

（注）・平成19年Ⅰ川及び平成20年川Jlとも記載のあった診凍科医師全体の連続当  
直の合計回数を対象とした。   
・】1は施設数である 

22  

（注）・平成19年10月及び平成20年10月とも記載のあった診療科医師の平均当直回  

数を対象とした。  

1ヽは施設数である。  

21  

④負担軽減策の実施状況  
1）負担軽減策の取組み状況  

図表37 負担軽減策の取組み状況（n＝516）  

肌  2（粍  ヰ肌  601  抑ヽ   10仇   

図表38 負担軽減儀の取り組み状況（施設基準別）  

一①医師・看護師等の業務分担～  

肌 l01 20％ 3肌 4肌 5仇 ∽～ 7仏 和ヽ 9仇100ヽ  

全体  
（∩＝518）  

入院時医学管理加算  
届出施設（∩＝74）   

医師事務作業補助体制  
加算届出施設（n＝339）  

ハイリスク分娩管理加算  
届出施設（∩＝310）  

医師・看護師等の  
業務分担  

医師事残作業  
補助体制  

短時間正規t用の  
医師の活用   

連集充当直を行わない  
勤務シフト  

当直後の通＃勤務  
に操る配慮  

ロー十画にあるが、取り組んで  

田その他  
l細んでいる  

にない  
答  

日計圃にあるが、取り組んでいなし  

8その他  ロⅠ十画にない  
D無回答  ロ取り柚んでいる  

図表39 負担軽減策の取り組み開始時期（施設基準別）  

－①医師・看護師等の業務分担－  

0ち l肌 2仇 3仇 40駕 50≠ 8肌 7仇 80ヽ 9鍋100ヽ  

全体  
（n＝2！Iり  

入院時医学管理加算  
届出施設（∩＝5り  

医師事務作業補助体制  
加算届出施設（n＝206）  

ハイリスケ分娩管理加算  
届出施設（∩＝174）   

［車重亘亘二昌幸車重蒜二二も無車］  

（注）各1貞‖について撒り組んでいる」と回答のあった施設を対象に集計を行ったc   

「I  



図表40 負担軽減策の取り組み状況（施設基準別）  

”（身医師事務作業補助休制～  

0ヽ     201    40～     60ヽ     再〔八    l〔伯ヽ  

図表42 負担軽減策の取り組み状況（施設基準別）  

～信ノ短時間正規雇用の医師の活用－  

0ヽ      20ヽ     ヰ0ゝ     60㌔     80ヽ  

全休  
（∩＝516）  

入院時医学管理加算  
届出施設（∩＝丁4）   

医師事朔作業補助体制  
加算届出施設（∩二3J9）  

ハイリスク分娩管理加算  
届出施設（∩＝310）  

全体  
（11＝516）  

入院時医学管Ⅰ里力D算  

届出施設（∩＝州   

医師事精作集補助体制  
加算届出施設（n＝339）  

ハイリスク分娩菅瑠加算  
届出施設（n＝310）  

［≡≡竪：る  

机十画にあるが・取り組ん古い可  
凹その他  

ロ計画にあるが．取り細んでいない 
皿モの他  

′田取り組んでいる  
8計画にない  

□無回答  

図表41負担軽減策の取り経み開始時期（施設基準別）  

…②医師事務作業補助体制～  

0㌔ 10ゝ 2（鵬 3（n 48ヽ 50ヽ 6（汽 7〔h 8肪 90ヽ100㌔  

図表43 負担軽減策の取り組み開始時期（施設基準別）  

－③短時間正規雇用の医師の活用～  

0ヽ  ‖）1 20ヽ 30ヽ 401 50㌔ 60！i 7（布 80％ 90㌔100ゝ  

全体  
（n＝398）  

入瞬時医学管理加算  
届出施股fn＝87）   

医師事満作菓補助体制  
加算届出施設（n＝釣り  

ハイリスク分娩管理加算  
届出應眉（n＝200）  

全体  
（∩＝131〉  

入院時医学管理加算  
届出施設（∩＝25）   

医師事務作業補助体制  
加算届出施設（ド9り  

ハイリスク分娩管理加算  
届出施設（∩＝82）   

ヰ享成20年ヰ軒亘孟20車重車二二重高言1  

（＝′）各埼‖につい⊂ ‖取り組んでいる」と「【i】笛のあった施設を対象に集計を行ったっ  

L 竺禦年3夕空  □竺竺？年4月以竺 拍回答 

（往）各月祀について「取り組んPいるIと【u】答のあった施設を対象に集計を才トイ  

図表44 負担軽減策の取り組み状況（施設基準別）  

－（郵連続当直を行わない勤務シフト～  

0ヽ     201    ヰ0ヽ     60ち     80ヽ    10（〕ヽ  

図表46 負担軽減策の取り組み状況（施設基準別）  

～⑤当直後の通常勤務に係る配慮－  

0†i10ゝ 20）． 30～ ヰDヽ SO㌔ 60†i 70％ 80％ 90％1〔巾㌔  

全休  
（r声518）  

入院時医学管理加算  
届出施設（∩＝74）   

医師事翔作業補助体制  
加算届出施設くn＝3J9）  

ハイリスク分娩管理加算  
届出施設（∩＝310）  

全体  
（n＝516）  

入院時医学管l削口算  
届出施i生（∩＝74）   

医師事務作業補助体制  
加算届出施設（忙3こ）9）  

ハイリスク分娩管理加算   
届出施設（∩＝310）  

日計画にあるが、詔り紹ん≠いない／  
田その他  

r8磨り折す緬両面雨し1 
ない  

眉  

図表45 負担軽減策の取り組み開始時期（施設基準別）  

－④連続当直を行わない勤務シフト～  

（粍     21）ヽ     40I1    6帆     80＼    100ヽ  

図表47 負担軽減策の取り組み開始時瑚（施設基準別）  

→⑤当直後の通常勤掛こ係る配慮－  

0＼     ZOヽ     40ヽ     60ヽ     80ヽ    100ヽ  

全休  
（n＝371）  

入院時医学管理加算  
届出施設（∩＝59）   

医師事務作ま補助体刑  
加算届出施設（∩＝28ユ）  

ハイリスク分娩管理加膚  
届出施設（∩＝214）  

全体  
（∩二2二】3）  

入院時医学管理加算  
届出施設（∩＝46）   

医師事務作美補助体制  
加算届出施設（∩16g）  

ハイリスク分娩管理加算   
届出施設（∩日2）  

田平成20年3月以前    田平成20年4月以降    口無回答  

（‖）各工削Ⅰについr「取り組ん亡いて）」上トl零ゾ）あ／）た施設左′メナ射こ集引手一子r′▲  

■平成ZO年」月以前   日中成20年4月以降   □無回琶  

榊1紆噂‖仁→いて 用ぃ吊肌んていろ」（L LLト答げJあノ」た施設を対象に集計を「ノjr   



2）医師への経済面での処遇改善について  

図表48 医師への樫済面での処遇改善状況  

0！i   20，．   40㌔    60Ii a（端   lα〕ヽ  

図表50 基本給を増やした対象の医師（複数回答）  

00ヽ  20仇  40肌  60仇  80〔㍍ IOO（汽  

医師全■  

特定の診療科に  
勤務する医師  

特定の医師  

全体  
（n＝518）  

入院時医学管理加嘉  
届出施設（n＝74）   

医師事補作♯補助体制  
加算届出施設（∩＝339）  

ハイ伯ケ分娩管理加井  
届出施設（∩＝310〉  

百大東画房季竜頭加算   
届出施設（作14）  

ロハイリスク分娩管理加算   
届出施設（∩ご41）  

■改善した  D変わらない  町全体  
（n＝84）  

日医師事務作業補助体制   
加算届出施設（∩＝56）  

図表49 処遇改善内容（複数回答）  

001 2001 48（九 600ヽ 800㌔10001  
図表51基本給を増やした「特定の診療科」（複数回答）  

三二鹿 ．こ神 ∴ニ経㌧：こ  
1′、17 

一読王き1ヽ  戒ト ーー外 二野  

全体  1小   5    つ    ヰ  6   ）  
31，3   

入  院時医学管用加算  ロ  
届出施設  1（X）．0  

医師事務作業補助体    ウ  
lα）．0  

ハイリスク分娩管理加    6  
井届出施設  100．0  

基本給を増やした  

手当を増やした  

その他  

（注）マスの中の上段の単位は「作」、下段の単位は「％」である）  由全体  白人随時医学管理加算  
（∩＝2ユ2〉  届出施設（∩三39）  

四医師事務作業補助体制  口／＼イリスク分娩管理加算   
加井届出施設（∩＝180）   届出施設（n＝t40）  

国表53 手当を増やした対象の医師（複数回答）  

0（鵬  200ヽ  40（粍  60仇  80（光 1000％  

国表52 基本給を増やした特定の医師（複数回答）  

00％  20．0，i 40．O1 800≠ 800％ 】000％  

医師全1  

特定の鯵療科に動橋する医師  

特定の医師  

口全体（解175）  四人快晴医学管理加井  
届出施設（∩＝33）  

日医師事欄作業補助体制  ロハイリスク分娩管理加井  
加算届出施設（『116）   届出施設（作＝8）   」  

由入恍時直筆管理加算   
届出施設（n＝8）  

由ハイリスク分娩管理加羊   
届出施設（∩＝2り  

∩全体（n＝44）   

ロ医師事株作業用助体制   
加算届出施設（∩＝29）  



図表55 手き主を増やした特定の医師（複数回答）  

0肌     200㌔    40帆    60（アi    昌0（代   1（：旧肌  

図表54 手当を増やした特定の診那斗（複数回答）  

0仇    20Dヽ    400％    600㌔    80〔汽   】〔杷0ヽ  

常勤  

非常勤  

臨床研修医  

専門研修医（後期）  

管理取  

持真の手術室勤務   
をした廣師  

その他  

無回答  

出入院時医学管嘩加算   
届出席没（一戸lヰ）  

由ハイリスク分娩管理加算   
届出施設（n＝49〉  

血合体（∩こ‖）   

口医師事補作美補助体制   
加算届出施設（握52）  

口全休（∩＝61）  0入院時医学管理加算  
届出施設（n＝】2）  

田医師事務作彙補助Iネ制  8ハイリスク分娩管理加算   
加算届出施設（∩＝34）    届出施設（∩＝5ユ）  

3）初診に係る選定療養（実費徴収）の状況  

図表58 初診に係る選定療養（実費徴収）の状況  

、－ヽ  ・’？ヽ ＿  世l ti八  如ヽ  IIVヽ  

色）入腐時医学管理加算について  

1）入院時医学管理加算の届出状況  

図表56 入院時医学管理加算の届出状況  

0ヽ  2011  40ゝ  60ヽ  aOゝ  l〔巾～   

合体  
（∩＝516）  

温ある  ロない  D無回答  

r扁妄している  □現在は届出なし今後届出を行う 
田届出をしていない  ロ無回答  

2）入院時医学菅増加算の届出が受理された時期  

図表57 入院時医学管理加算の届出が受理された月 し∩＝74）  

59 初診に係る選定療養（実費徴収）の1回あたりの金線（n＝67）   

平均値  横準偏差  最大値  最小値  中   

80％  

60％  

4いヽ  

20％  

OIi  

図表60 初診に係る選定療養（実費徴収）の1回あたりの金額・分布（n＝67）  

00ヽ   200ヽ   400ゝ   600ヽ   800㌔  l（斡肌  

1α）0円未満   

1q）0円以上－20（抑円未満   

2〔旧0円以上～30叩円未篇   

3000円以上～40（氾円未満   

4（り0円以上～50∝〉円未満  

5C巾0円以上   

‖】8ヽ  108ヽ  

禰 ．、、 ‘1ヽ  隈  5・ハ   乙ハ  54ヽ  

4月   5月   6月   7月   8月   9月  10月  11月 12月  九回答  



⑥医師事務作業補助体制加算について  
1）医師事務作業補助体制加算の届出状況  

図表62 医師事務作業補助休制加東の届出状況  

0％  2肌  4仇  6仇  8肌   

4）平成20年10月1か月間の手術件数  

図表61平成20年10月1か月間の手術件数（n＝68）  

平均値  二√頒準偏差  中央値   
（D全身麻酔（件）  n＝6護  20（）6  l172  柑2  

を用いた手術（件）  h‥66   4l   5．J   2   

〔乱戦十生腫瘍手術（件）  n＝糾   5t．6  j94   43   

③腹腔鏡下手術（件）  n＝‘）   2（）g  28，ヰ   17   

⑤放射線治療（体外照射は）（件）   11＝65  4】37  ヰ256  352   

（診分娩（件）  n三68   ヰ7，】  29．2   J5   

⑦緊急帝王切開（件）  n＝6罵   75  60   6   

全休  
（rF5川）  

届札今出を行 
「悪妻ヒ芸を 」  

2）医師事務作業補助体制加算の届出が受理された時期  

図表63 医師事務作業補助体制加算の届出が受理された時期（n＝339）  

100，O1  

80（粍  

600ヽ  

400～  

20肌  

00†i  

20年4月 5月  8月  7月  8月  9月 10月 11月 12月 21年l月  

37   

3）専従者の配置時期   
図表66 医師事務作業補助体制加算種類別 開設主体  

0％     20～    40～    80～    8（れ  
図表64 専従者の配置時期（n＝33g）   

001   28t淋    400ヽ    600％    80，0ヽ   1（のOl  
0〕ヽ  

0．01  

0．0≠  

0（Iヽ  

llヽ  

」  

平成12年以前  

平成13～柑年  

平成20年l－ユ月  

平成20年4月以降  

無回答  ¶国立  B公立  0公的  

8社会保険闇俵田休 日医療法人  D個人  

日学校法人  日その他の法人   ロー回答  

4）医師事務作業補助休制加算の種類  

図表65 医師事務作業補助体制加算の種類  

011  2仇     4肪     80ゝ     80ゝ     一肌  

図表67 医師事務作業補助体制加算種類別 病床規模   

仇 101i 2（粍  3肌  40％  5肌  60】1 701 80ち  90ヽ tOOヽ  

ロ50対1補 

臨還簑呈還  
助体制加算  

口l〔の～149床  D150～199床  田200～299床  

□5∝I床以上   

：1リ  




